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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第46期

第２四半期連結
累計期間

第46期
第２四半期連結
会計期間

第45期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 11,363,3066,323,36922,113,664

経常利益（千円） 661,061 333,2411,017,859

四半期（当期）純利益（千円） 352,460 182,318 448,289

純資産額（千円） － 8,348,2748,096,142

総資産額（千円） － 15,054,84916,265,901

１株当たり純資産額（円） － 745.51 723.00

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 31.48 16.28 40.03

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） － 55.5 49.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△807,012 － △434,511

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△489,850 － △544,790

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
291,720 － △291,239

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） － 1,566,5632,571,706

従業員数（人） － 496 419

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成20年９月30日現在

従業員数（人）                496 [32]

（注）従業員数は就業人員であり、準社員は［　］内に当第２四半期連結会計期間の平均人員を外書しております。

 

(2）提出会社の状況

 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 202     

（注）従業員数は就業人員であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

当社グループが営んでいる事業の大半を占める建設事業では生産実績を定義することが困難であり、建設事業にお

いては、請負形態をとっているため販売実績という定義は実態にそぐわず、また、当社グループにおいては建設事業を

除き受注生産形態をとっておりません。

よって、生産、受注及び販売の状況については「３　財政状態及び経営成績の分析」における事業の種類別セグメン

トの業績に関連付けて記載しております。

なお、当社グループの建設事業においては、通常の営業形態として、第４四半期連結会計期間に完成する工事の割合

が大きいため、第４四半期連結会計期間の売上高が他の四半期連結会計期間に比べて高くなる季節的変動がありま

す。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

 

(1）業績

当第２四半期連結会計期間における日本経済は、サブプライムローン問題の深刻化を背景とする金融市場の混乱

や株価の下落・円高の進行、さらには原油価格の高騰に伴う原材料価格の上昇により、景気は停滞の様相を強く示

しつつ推移致しました。

当社グループの主力事業の属する国内建設市場におきましては、公共投資が依然として低調に推移しており、民

間分野につきましても、企業収益の悪化に加え、先行きの見えない不安定感から、設備投資は減少基調となりまし

た。

このような状況のもと、当社グループは、グループ企業の連携により顧客対応力の充実と原価の低減を図り、受注

の拡大及び利益体質の強化に努めてまいりました。

当第２四半期連結会計期間における当社グループの業績は、連結売上高が63億23百万円、営業利益は３億21百万

円、経常利益は３億33百万円、四半期純利益は１億82百万円となりました。

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

①　建設事業

当社グループの主力事業である当事業におきましては、受注競争が更に厳しさを増しておりますが、省エネ・

省力化提案、リニューアル提案を積極的に推進したことにより、受注高は25億55百万円となりました。部門別で

は、産業設備工事が９億44百万円、ビル設備工事が７億27百万円、環境設備工事が８億83百万円となりました。

売上高は、当期中に受注した短期工事の売上が堅調であったことから、35億87百万円となりました。部門別で

は、産業設備工事が23億91百万円、ビル設備工事が10億27百万円、環境設備工事が１億68百円となりました。

②　機器販売及び情報システム事業

当事業におきましては、機器販売は既存設備の省エネ化へのリプレイス需要が堅調に推移し、また情報システ

ム関連も電話設備とＬＡＮの小工事や修理が増加したことにより、売上高は16億26百万円となりました。

③　産業用機器のメンテナンス事業

当事業におきましては、景気の減速感からメンテナンス投資抑制の動きは依然としてありましたが、省エネ・

トータルメンテナンスの提案営業を引き続き推進したことにより、改修及び保守契約が堅調に推移致しました。

また、第１四半期連結会計期間から当事業に加わった太陽光発電装置を主体とした住宅設備機器の設置事業も売

上に寄与したことにより、売上高は11億７百万円となりました。
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④　電子部品製造事業

当事業におきましては、主要顧客からの発光ダイオード、レーザーダイオード部品の受注が減少しましたが、装

置製作及び電子部品実装基盤製作の受注が堅調に推移したことにより、売上高は４億48百万円となりました。

なお、生産実績（販売価格）は以下のとおりであります。

区分
当第２四半期連結会計期間

（百万円）

電子部品のペレタイズ加工 162

電子部品の組立 89

基盤組立他 196

合計 448

⑤　その他の事業

当事業の主力事業である水道施設の維持管理事業におきましては、公共水道施設の運転管理受託体制・緊急対

応体制を整備し、きめ細かな施設維持管理、コストの低減等、顧客ニーズを重視した提案活動や修繕工事等の営業

に努めた結果、売上高は44百万円となりました。

（注）１．上記売上高はセグメント間取引消去前の金額によっております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）キャッシュ・フロー

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第１四半期連結会計期

間末に比べ６億18百万円減少の15億66百万円となりました。

当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間において営業活動に使用した資金は、７億24百万円となりました。これは主に、売上債

権の増加額８億31百万円、たな卸資産の減少額８億48百万円、仕入債務の減少額６億48百万円を調整したこと等に

よるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間において投資活動に使用した資金は、66百万円となりました。これは主に、有形固定資

産の取得による支出が48百万円あったこと等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間において財務活動により得られた資金は、１億73百万円となりました。これは主に、短

期借入金の増加が２億10百万円あったことによるものです。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

当社グループにおいては、当第２四半期連結会計期間における研究開発活動は特段行っておりませんので特記事

項はありません。

 

(5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第２四半期連結会計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はありま

せん。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

重要な設備の新設、改修の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,700,000 11,700,000ジャスダック証券取引所 －

計 11,700,000 11,700,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年７月１日～

平成20年９月30日　
－ 11,700,000 － 1,029,213 － 805,932
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（５）【大株主の状況】

 平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

東興産業株式会社 群馬県高崎市台町26番地 1,620 13.85

藤田　登 群馬県高崎市 1,494 12.77

日東興産株式会社 群馬県高崎市飯塚町1174番地５ 1,079 9.22

藤田　実 群馬県高崎市 1,070 9.14

藤田社員持株会 群馬県高崎市飯塚町1174番地５ 450 3.85

株式会社群馬銀行 群馬県前橋市元総社町194番地 400 3.41

藤田エンジ取引先持株会 群馬県高崎市飯塚町1174番地５ 398 3.40

群馬土地株式会社 群馬県前橋市本町２丁目13番11号 240 2.05

佐藤　兼義 静岡県湖西市 182 1.55

株式会社東和銀行 群馬県前橋市本町２丁目12番６号 174 1.48

計 － 7,109 60.76

　（注）上記のほか当社所有の自己株式502千株（4.29％）があります。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成20年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式      502,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式   11,194,000 11,194 －

単元未満株式 普通株式        4,000 －
１単元（1,000株）

未満の株式

発行済株式総数 11,700,000 － －

総株主の議決権 － 11,194 －

 

②【自己株式等】

 平成20年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）　

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

藤田エンジニアリング㈱
群馬県高崎市飯

塚町1174番地５
502,000 － 502,000 4.29

計 － 502,000 － 502,000 4.29

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 487 503 510 550 510 510

最低（円） 460 485 478 491 460 490

（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

 

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

監　査　役 － 五十嵐　哲夫 平成20年10月29日

 

EDINET提出書類

藤田エンジニアリング株式会社(E00277)

四半期報告書

 9/23



第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省

令第14号）に準じて記載しております。

なお、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）については、「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７

条第１項第５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 1,866,563 2,871,706

受取手形 569,607 681,094

完成工事未収入金 2,875,609 2,865,992

売掛金 2,541,465 2,650,330

未成工事支出金 937,066 1,406,762

商品及び製品 128,317 125,357

仕掛品 428,475 511,308

材料貯蔵品 34,634 30,588

その他 237,348 330,677

貸倒引当金 △3,084 △2,596

流動資産合計 9,616,003 11,471,221

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 3,316,238 3,173,005

減価償却累計額 △1,910,405 △1,852,230

建物・構築物（純額） 1,405,833 1,320,775

土地 2,490,687 2,315,661

その他 324,394 236,693

減価償却累計額 △233,141 △196,281

その他（純額） 91,252 40,412

有形固定資産計 3,987,773 3,676,849

無形固定資産

のれん 283,221 －

その他 115,263 70,449

無形固定資産計 398,485 70,449

投資その他の資産

投資有価証券 516,977 532,590

その他 574,229 545,653

貸倒引当金 △38,620 △30,863

投資その他の資産計 1,052,587 1,047,380

固定資産合計 5,438,845 4,794,680

資産合計 15,054,849 16,265,901
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形 1,731,588 2,622,329

工事未払金 751,765 1,414,763

買掛金 1,246,656 1,379,253

短期借入金 614,996 260,000

未払法人税等 196,931 276,506

未成工事受入金 426,369 696,971

完成工事補償引当金 11,600 11,600

賞与引当金 143,343 274,314

役員賞与引当金 － 30,500

その他 443,110 372,775

流動負債合計 5,566,361 7,339,014

固定負債

長期借入金 288,902 －

退職給付引当金 748,153 728,750

役員退職慰労引当金 92,678 89,001

その他 10,478 12,993

固定負債合計 1,140,212 830,745

負債合計 6,706,574 8,169,759

純資産の部

株主資本

資本金 1,029,213 1,029,213

資本剰余金 805,932 805,932

利益剰余金 6,698,956 6,447,278

自己株式 △213,505 △213,505

株主資本合計 8,320,595 8,068,917

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 27,679 27,224

評価・換算差額等合計 27,679 27,224

純資産合計 8,348,274 8,096,142

負債純資産合計 15,054,849 16,265,901
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 ※
 11,363,306

売上原価 9,539,426

売上総利益 1,823,879

販売費及び一般管理費

従業員給料手当 510,566

賞与引当金繰入額 39,555

退職給付引当金繰入額 15,675

役員退職慰労引当金繰入額 4,015

貸倒引当金繰入額 7,725

のれん償却額 14,906

その他 619,721

販売費及び一般管理費合計 1,212,167

営業利益 611,712

営業外収益

受取利息 1,487

受取配当金 3,941

受取褒賞金 26,205

その他 23,915

営業外収益合計 55,549

営業外費用

支払利息 6,040

その他 159

営業外費用合計 6,200

経常利益 661,061

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,030

特別利益合計 1,030

特別損失

固定資産除却損 160

投資有価証券売却損 2,200

投資有価証券評価損 12,931

会員権償還損 9,000

特別損失合計 24,292

税金等調整前四半期純利益 637,799

法人税、住民税及び事業税 223,931

法人税等調整額 61,407

法人税等合計 285,338

四半期純利益 352,460
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 ※
 6,323,369

売上原価 5,369,616

売上総利益 953,753

販売費及び一般管理費

従業員給料手当 264,336

賞与引当金繰入額 21,263

退職給付引当金繰入額 8,293

役員退職慰労引当金繰入額 2,063

貸倒引当金繰入額 3,997

のれん償却額 7,453

その他 324,371

販売費及び一般管理費合計 631,779

営業利益 321,973

営業外収益

受取利息 1,187

受取配当金 1,159

受取褒賞金 102

その他 12,475

営業外収益合計 14,924

営業外費用

支払利息 3,652

その他 5

営業外費用合計 3,657

経常利益 333,241

特別損失

固定資産除却損 19

投資有価証券評価損 8,656

特別損失合計 8,676

税金等調整前四半期純利益 324,564

法人税、住民税及び事業税 55,924

法人税等調整額 86,320

法人税等合計 142,245

四半期純利益 182,318
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 637,799

減価償却費 74,723

のれん償却額 14,906

貸倒引当金の増減額（△は減少） 6,505

賞与引当金の増減額（△は減少） △137,390

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △30,500

退職給付引当金の増減額（△は減少） 19,402

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4,015

受取利息及び受取配当金 △5,428

支払利息 6,040

役員退職慰労金 162

固定資産除却損 160

投資有価証券売却損益（△は益） 2,200

投資有価証券評価損益（△は益） 12,931

会員権償還損 9,000

売上債権の増減額（△は増加） 276,952

たな卸資産の増減額（△は増加） 551,588

仕入債務の増減額（△は減少） △1,703,187

未成工事受入金の増減額（△は減少） △270,602

その他 48,836

小計 △481,882

利息及び配当金の受取額 5,428

利息の支払額 △6,040

役員退職慰労金の支払額 △500

法人税等の支払額 △324,019

営業活動によるキャッシュ・フロー △807,012

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △97,899

投資有価証券の取得による支出 △7,304

投資有価証券の売却による収入 14,725

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△358,782

その他 △40,590

投資活動によるキャッシュ・フロー △489,850

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 610,000

短期借入金の返済による支出 △300,000

長期借入れによる収入 100,000

長期借入金の返済による支出 △17,498

配当金の支払額 △100,782

財務活動によるキャッシュ・フロー 291,720

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,005,143

現金及び現金同等物の期首残高 2,571,706

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,566,563
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１．連結の範囲に関する事項の

変更

(1)　連結の範囲の変更

システムハウスエンジニアリング株式会社は新たに株式を取得したことから、

第１四半期連結会計期間より連結の範囲に含めております。

 (2)　変更後の連結子会社の数

６社

２．会計処理基準に関する事項

の変更

重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５

日）を第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原

価法（収益性の低下による簿価切り下げの方法）に変更しております。

これによる損益に与える影響はありません。

 

【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１．たな卸資産の評価方法 当第２四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、前

連結会計年度末の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法に

よっております。

また、たな卸資産の簿価切り下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについて

のみ正味売却価額を見積り、簿価切り下げを行う方法によっております。

２．固定資産の減価償却費の算

定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間

按分して算定する方法によっております。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

該当事項はありません。

 

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

（有形固定資産の耐用年数の変更）

　機械装置については、法人税法の改正を契機として資産の利用状況等を見直した結果、一部の資産について耐用年数を

短縮しております。

これによる損益に与える影響は軽微であります。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１　受取手形割引高 10,000千円 １　受取手形割引高 130,577千円

２　当座貸越契約

当社及び連結子会社１社においては、運転資金の効

率的調達を行うため取引銀行４行と当座貸越契約を

締結しております。これらの契約に基づく当第２四

半期連結会計期間末の借入未実行残高は次のとおり

であります。

２　当座貸越契約

当社及び連結子会社１社においては、運転資金の効

率的調達を行うため取引銀行２行と当座貸越契約を

締結しております。これらの契約に基づく当連結会

計年度末の借入未実行残高は次のとおりでありま

す。

当座貸越極度額 1,670,000千円

借入実行残高 560,000千円

差引額 1,110,000千円

当座貸越極度額 1,170,000千円

借入実行残高 250,000千円

差引額 920,000千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※　当社グループの建設事業においては、通常の営業形態として、第４四半期連結会計期間に完成する工事の割合が大き

いため、第４四半期連結会計期間の売上高が他の四半期連結会計期間に比べて高くなる季節的変動があります。

 

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

※　当社グループの建設事業においては、通常の営業形態として、第４四半期連結会計期間に完成する工事の割合が大き

いため、第４四半期連結会計期間の売上高が他の四半期連結会計期間に比べて高くなる季節的変動があります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在）

現金預金勘定 1,866,563千円　

預入期間が３か月を超える定期預金 △300,000千円

現金及び現金同等物 1,566,563千円　
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　11,700千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　   502千株

 

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

（1）配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成20年６月27日

定時株主総会
普通株式 100,782 9  平成20年３月31日 平成20年６月30日利益剰余金

（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成20年11月７日

取締役会
普通株式 100,782 9  平成20年９月30日 平成20年12月８日利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

 
建設事業
（千円）

 

機器販売及
び情報シス
テム事業
（千円）

 

産業用機器
のメンテナ
ンス事業
（千円）

 
電子部品製
造事業
（千円）

 
その他の事
業
（千円）

 
計

（千円）
 
消去又は全
社
（千円）

 
連結
（千円）

 

売上高 3,587,930 1,626,663 1,107,758 448,442 44,892 6,815,688 (492,318) 6,323,369 

営業利益 245,520 45,908 76,113 60,626 882 429,051 (107,077) 321,973 

                 

  

当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

 
建設事業
（千円）

 

機器販売及
び情報シス
テム事業
（千円）

 

産業用機器
のメンテナ
ンス事業
（千円）

 
電子部品製
造事業
（千円）

 
その他の事
業
（千円）

 
計

（千円）
 
消去又は全
社
（千円）

 
連結
（千円）

 

売上高 6,283,075 3,086,881 2,201,610 877,542 85,913 12,535,023 (1,171,716) 11,363,306 

営業利益 432,121 45,743 242,306 99,119 922 820,213 (208,501) 611,712 

                 

　（注）１．事業区分の方法及び各区分に属する主要な事業の内容

(1）事業区分の方法　　連結損益計算書の集計区分に市場及び事業の類似性を考慮して区分しております。

(2）各区分に属する主要な事業の内容

建設事業　　　　　　　　　　　　ビル設備工事、産業設備工事、環境設備工事

機器販売及び情報システム事業　　電気機器、空調及び冷凍機器、電動工具の販売、情報通信機器の施工・

販売、ソフトウェアの開発・販売

産業用機器のメンテナンス事業　　産業用機器等の据付・保守・修理

電子部品製造事業　　　　　　　　電子部品の検査・せん別・組立

その他の事業　　　　　　　　　　損害保険代理店業務、水道施設管理受託業務

２．第１四半期連結会計期間にシステムハウスエンジニアリング株式会社の株式を100％取得し、連結の範囲に

含めたことにより、当第２四半期連結累計期間における産業用機器のメンテナンス事業の売上高が272,507

千円、営業利益が16,594千円増加しており、同事業の資産が前連結会計年度末と比較して、概ね756,000千円

増加しております。

 

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため該当事項はありません。

 

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

海外売上高がないため該当事項はありません。
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（有価証券関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。

なお、その他有価証券で時価のあるものについては、個別銘柄毎に当第２四半期連結会計期間末日の時価と取

得価額を比較し、下落率が30％以上50％未満の銘柄については、時価の回復可能性を判断し回復が見込まれる

ものを除き減損処理を行っております。なお、当第２四半期連結累計期間において12,931千円の減損処理を

行っております。

 

（デリバティブ取引関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）

当社グループは、デリバティブ取引を利用していないため、該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 745.51円 １株当たり純資産額 723.00円

 

２．１株当たり四半期純利益金額

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 31.48円 １株当たり四半期純利益金額 16.28円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

四半期純利益（千円） 352,460 182,318

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 352,460 182,318

普通株式の期中平均株式数（千株） 11,198 11,198

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりま

すが、当第２四半期連結累計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められ

ないため、記載しておりません。

 

２【その他】

平成20年11月７日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議致しました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………100,782千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………９円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成20年12月８日

　（注）　平成20年９月30日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成20年11月５日

藤田エンジニアリング株式会社

取締役会　御中
 

監査法人　トーマツ

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 後藤　德彌　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 髙橋　正勝　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている藤田エンジニアリン

グ株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日

から平成20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書につい

て四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、藤田エンジニアリング株式会社及び連結子会社の平成20年９月30日現在

の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連

結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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